
TYPE: -SSHB ﾜｲﾊﾟｰ内蔵 CLEAR FLOW GAGE OPERATION MANUAL 

※-(NF): ﾆｯﾌ゚ ﾙﾌﾗﾝｼﾞ型にも適用 

構造:

ﾌﾗｯﾊ゚ ｰ開度とｻｲﾄｸ゙ ﾗｽ目盛により流量ならびに流体の確認が可能です｡ 

本体内蔵のﾜｲﾊ゚ ﾌー゙ ﾗｼを御使用いただくことで､ 

1. ｻｲﾄｸ゙ ﾗｽに付着した水垢ならび汚れの除去 

2. ﾌﾗｯﾊ゚ ｰならびｽﾋ゚ ﾝﾄ゙ ﾙの固着防止 

3. ﾌﾗｯﾊ゚ ｰ周辺部のｺ゙ ﾐ等の付着防止 

等が可能であり､ﾜｲﾊﾟー ﾌ゙ ﾗｼ機構の利用度は高いものがあります｡ 

管接続時の確認:

1. 水平方向に取付ける場合､本体が傾かないように取付けて下さい。 

2. 配管規格･ｻｲｽ゙ が違っているものを､無理に接続しないで下さい｡ 

3. 配管ｽﾄﾚｽが本体に直接かからないように注意して下さい｡ 

取付ｲﾗｽﾄ:

水平流れ 垂直-D(上→下) 垂直-U(下→上) 

正しい姿勢･方向で取付けて下さい､誤った取付けは故障の原因となります｡ 

※精度保証の為の直管部 ･･･ 前後3D(口径の3倍) 

※破損の要因となりますので､逆流はさせないで下さい｡ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ:

1. ｻｲﾄｸ゙ ﾗｽ内面掃除 

⑦ｻｲﾄｸ ﾗ゙ｽに水垢等の汚れが付いた時､⑧ﾌﾗｯﾊ゚ ｰの動作が正常か確認する時に

⑭ﾜｲﾊﾟ ﾊーﾝﾄ ﾙ゙を数回回動して下さい｡ 

著しく汚れる前に､定期的に実施していただくことが有効です｡ 

※ﾜｲﾊﾟｰ操作終了後は､⑨ﾌ゙ ﾗｼが⑧ﾌﾗｯﾊﾟｰの動作を妨げないように0目盛以下に

格納して下さい｡ 

2. ﾌﾗｯﾊ゚ ｰが戻らなくなった時 

 ﾌﾗｯﾊﾟー 戻しｼｬﾌﾄを操作することで､

 ﾌﾗｯﾊﾟー 戻し板により､ﾌﾗｯﾊ゚ ｰを強制的に

0目盛方向に押し下げることが出来ます｡ 

ﾌﾗｯﾊ゚ ｰがｽﾑ ｽー゙ に動かない時は､ 

ﾜｲﾊ゚ ｰ操作と併用することで正常に戻ります｡ 

3. ﾎ゙ ﾃ゙ ｨｰの分解掃除 

1) ⑭ﾊﾝﾄﾞﾙの袋ﾅｯﾄを外し､ﾊﾝﾄ゙ ﾙを⑬ﾌ゙ ﾗｼﾊﾝﾄ゙ ﾙｼｬﾌﾄから抜き取ります｡ 

2) ﾊﾝﾄ゙ ﾙを取外した側の②ｶﾊ゙ ｰからﾎ゙ ﾙﾄを外します｡ 

3) ﾌ゙ ﾗｼﾊﾝﾄ゙ ﾙｼｬﾌﾄが①ﾎ゙ ﾃ ｨ゙ｰ側に残るように､ｶﾊ゙ ｰを外します｡ 

この時､⑦ｻｲﾄｸ゙ ﾗｽはｶﾊﾞー と一体になっています｡ 

4) ﾎ゙ ﾃ゙ ｨｰに残っている⑫ｽﾋ ﾝ゚ﾄ゙ ﾙならび⑧ﾌﾗｯﾊﾟー を取外して下さい｡ 

5) 取外したｽﾋ ﾝ゚ﾄ゙ ﾙ､ﾌﾗｯﾊﾟー ならびﾎ゙ ﾃ゙ ｨー の内面を掃除して下さい｡ 

以上で分解掃除は完了です｡ 

組立は､分解順序の逆に行なって下さい｡ 

※分解掃除を実施する時は､Oﾘﾝｸ゙ 交換も併せてお願い致します｡ 

ﾊ゚ ｯｷﾝ類の再利用は､漏れにつながる恐れがあります｡ 

※ｽﾋ゚ ﾝﾄ゙ ﾙを組付ける時には､⑨ﾌ゙ ﾗｼと ﾌﾗｯﾊ゚ ｰ戻し板でﾌﾗｯﾊ゚ ｰを挟み込んで

固定した状態で､組付けて下さい｡ 
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